2025 高校生未来会議ダイジェスト
高校生未来会議は、参加校ごとに生徒がチームをつくり、こどもに関する県の施策について議論し、新たな政策案を県へ提案する2025年初の試み。6月、高校等を通じ応募チラシを配布しました。応募総数は現役高校生52名。抽選の結果7校33名の参加者が決定しました。参加チームは、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 こどもや若者の権利の保障
2 「青少年の家」のあり方
3 高校生の自転車交通マナー
4 プレコンセプションケア
から２つの議題を選び、第１回会議で意気込みを語りました。
「他の高校とこうやっていっぱい集まって和歌山の未来について考えるのは滅多にない機会だと思うので、こういう場でたくさんの知見を広げて、お互いによかった、お互いに知識が広がったと思えるような会議にしていきたいなと考えております。」
　オンライン開催で、参加チームの自己紹介とオリエンテーションを行いました。
第２回会議は、一泊二日の合宿で開催しました。場所は県立白崎青少年の家。チームに分かれて議論し、まとめた意見をパワーポイント資料に作成して中間発表を行いました。
第３回会議は、いよいよ政策提案です。各チームがより詳しいパワーポイント資料を事前に作成し、当日オンラインで発表しました。
「高校生未来会議を続けて欲しい。そしてそれを広げてほしい。」
「青少年の家の建て替え、バリアフリー化、洋式化や地域の特産品を取り入れたごはんはどうか。」
「自転車安全利用動画コンテストで各校のSNS投稿を義務化するのはどうか。」
「人気のインフルエンサーやアーティストとコラボした未来のからだキャンペーンはどうか。」
など、１４の政策案が県に提案され、担当課は質疑応答を交えながら内容を聞き取りました。
第４回会議は、政策提案への県からのフィードバックです。議題ごとに、フィードバックを抜粋し紹介します。
まず、こどもや若者の権利の保障について。
2026高校生未来会議の実施に向け、動き始めます。小中学生も参加対象とし、県事業へ政策提案を行っていただくのは“年齢や発達段階を考慮し難しい”と判断しました。意見ボードの設置、「先生と話す会」など高校生ならではの発案を研修会などで情報提供します。また、こどもの意見を少しでも反映する手段として希望する議題の意見をいただき、次回議題選定時の参考資料とすることを検討します。
次に、「青少年の家」のあり方について。
今後、人口減少や少子化が進行していくことを考えると、こどもから高齢者まで幅広い年齢層が様々な目的で利用することができ、そこで多世代交流や地域共創の機会を生み出し、人と人とをつなげる役割を果たしていくことが求められます。利用者のニーズに応じた魅力的な体験プログラムの整備や、地元でしか味わえない特別感を伝えることができれば、利用者数の増加につながるかもしれません。老朽化した施設すべての改修は困難であるため、運営事業者と優先順位について協議を進めます。
続いて、高校生の自転車交通マナーについて。
自転車安全利用動画コンテストは募集範囲、優秀作品の表彰や紹介方法、交通安全啓発での活用の可能性を、SNS投稿は著作権や個人情報への配慮などを関係機関と確認し検討していきます。ヘルメットのデコレーションワークショップは、強度や安全性に影響がないかや視界が悪くならないか、またヘルメットの役割や正しい被り方を学ぶ時間の設定など安全性を一番に考えながら検討します。
最後に、高校生の自転車交通マナーについて。
将来を見越し若いうちから健康づくりの大事さを知っていただきたいため、アプリの開発よりもまずは普及啓発に取り組んでいきます。インフルエンサーによる情報発信の提案について、こども家庭庁が行っています。できれば高校生の皆さんが友だち同士で発信できるような、地元で発信できるような方法がないかなどを考えていきたいと思います。
全４回の会議はこれで終了です。

